
 

＝概  要＝ 本装置は、タイヤコード糸やエアーバック糸の熱に対する収縮率並びに応力を測定する為の 

       専用装置で一台に収縮測定用回転式測長器及び熱応力測定用ロードセルが各 2 組装備        

されています。 

        これら収縮率や応力を測定する事は、糸の品質管理の上で非常に重要なファクターとなります。 

        判定基準としては、貴社にて標準糸を設定し、その糸とサンプル糸のデーターとを比較する 

事により大きな相違が無いかを比較検討致します。 

 

＝特  徴＝ ・ 一台の装置で熱収縮率測定／２サンプル or 熱応力測定／２サンプル or 熱収縮率測定 ＋ 

          熱応力測定／各 1サンプル、何れかの測定が選択できる。 

・ 測定データーは、P/Cにて表示並びに蓄積し、テストデータがモニター上で表示出来、 

データーの比較検討が簡便である。 

・ ヒーター部の移動は、モーター制御されており又、ヒーター開口部は昇温時並びに測定時 

カバーが自動的に開口部をふさぐ為、環境温度に影響されにくく常に一定条件下での測定

が可能です。 

・ 一定昇温カーブでの昇温設定が出来、各温度変化による熱収縮率、熱応力測定が可能。 

 

＝仕  様＝ 型 式：  ＴＳＴ－２ 

        収縮率測定範囲：  ＋９０～－５００％ 

        収縮応力測定範囲：   ０～２０００ｃＮ 

                設 定 温 度：  常温＋２０℃～３００℃ 

        昇 温 設 定 範 囲：  １～１４℃／分 

        初 荷 重：  １０ｇ（サンプル糸取付チャック）  ２個 

１０ｇ，２０ｇ，３０ｇ，５０ｇ  各２個 

        適 応 規 格：  ＡＳＴＭ Ｄ４９７４，Ｄ５５９１，ＥＮ１３８４４ 

        データー処理装置：   デスクトップコンピューター（OS: Windows ７） 

                電 源：  ＡＣ１００Ｖ ｏｒ ２２０Ｖ， ５０／６０Ｈｚ，単相 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熱収縮率・熱応力測定装置 
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＊改良の為、仕様・外観は予告なく変更する場合があります。 


